
環境・景観部会の設置について

１ 設置の目的

  リニア長野県駅を利用する乗降客が「伊那谷らしさ」を感じるとともに、周辺住民の

皆さんが親しみを感じ愛着を持てるような駅空間のデザインや周辺環境・景観の在り方、

その実現手法等について検討する。併せて、リニア駅周辺における再生可能エネルギー

の利用やゼロエミッション、低炭素化等の取組のあり方について検討する。

２ 環境・景観部会の役割

・「伊那谷らしさ」とは何か、それを表現するためには具体的に何をなすべきか等について

検討する。

・リニア駅舎及び整備区域内のデザインコンセプトをまとめ、環境と景観のデザインにつ

いて検討する。

・整備区域内における低炭素化・省エネルギー化に関する方針や「伊那谷らしさ」を特徴

づける材料、地元産木材、建築様式・工法、外観などの環境と景観に関する事項につい

て検討する。

・整備区域及びさらにその周辺において「伊那谷らしさ」を実現する景観規制手法・基準

等の方向性について検討する。

・検討にあたっては、整備区域周辺の生活環境に配慮するとともに、「トランジットハブ・

道路ネットワーク部会」による駐車場、交通広場、道路等の機能、規模、配置等の検討

状況、「魅力発信部会」による魅力発信施設の内容の検討状況、「交流人口拡大部会」に

よる交流人口拡大の方策と連携・整合を図る。

・低炭素化・省エネルギー化の分野に関しては、公益社団法人日本都市計画学会「低炭素

社会実現特別委員会」による「低炭素都市づくりとエネルギー対策の推進に関する自治

体支援プログラム」の研究会において検討し、その状況を随時部会へ報告する。

資料 ５
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３ 委員構成（案）

組織団体名 役職名 氏 名 備 考 

一般社団法人長野県建築士会飯伊支部    

一般社団法人長野県建築士事務所協会飯伊支部

公益社団法人日本建築家協会関東甲信越支部

長野県下伊那地方事務所建築課    

長野県下伊那地方事務所環境課    

長野県飯田建設事務所整備課    

飯伊森林組合    

飯伊広告塗装事業協同組合    

特定非営利活動法人 南信州おひさま進歩    

三風の会    

学識経験    

事務局 

飯田市リニア推進部  

飯田市市民協働環境部 市民協働環境部長 

 環境モデル都市推進課長 

飯田市建設部 建設部長 

 地域計画課長 
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